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◎
２
０
２
５
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

７
３
１
部
隊
、
石
井
四
郎
と
は
何
者
か
？

　

２
０
２
５
年
12
月
４
日
、
飯
田
橋
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
７
３
１
部
隊
を
改
め
て
振
り
返
る　

石
井
四
郎
と
は

何
者
か
？
」
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
翻
訳
家
・
著
述
家
の
阿
部
海
さ
ん
。『
軍

医
・
石
井
四
郎
―
７
３
１
部
隊
「
謎
の
男
」
の
知
ら
れ
ざ
る
真
実
』（
ケ
ネ
ス
・

L
・
ポ
ー
ト
著
、
花
伝
社
刊
、
２
０
２
５
年
２
月
刊
）
の
翻
訳
者
だ
。
参
加
者

は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
せ
て
40
名
を
超
え
る
盛
況
だ
っ
た
。
３
時
間
に
お
よ
ぶ
大

変
内
容
の
濃
い
報
告
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
語
ら
れ
た
内
容
を
す
べ
て
阿
部
海

氏
本
人
の
文
章
で
今
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
く
。

　

当
日
は
天
笠
さ
ん
の
挨
拶
の
あ
と
、話
の
舞
台
で
あ
る
黒
竜
江
省
哈
爾
濱
（
ハ

ル
ビ
ン
）
市
平
房
地
区
に
点
在
す
る
遺
跡
の
い
く
つ
か
を
写
真
で
レ
ポ
ー
ト
し

た
。
訪
れ
た
の
は
１
９
９
７
年
８
月
半
ば
で
、
暮
れ
に
は
香
港
が
返
還
さ
れ
る

と
い
う
歴
史
的
な
年
だ
っ
た
。
そ
の
後
２
０
０
１
年
に
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟

し
国
際
貿
易
の
舞
台
で
〝
世
界
の
工
場
〟
と
し
て
の
地
位
を
築
く
。
２
０
３
０

年
代
後
半
に
は
経
済
規
模
で
は
ア
メ
リ
カ
を
抜
く
。
一
方
の
日
本
は
長
い
不
況

に
突
入
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
２
０
１
０
年
に
中
国
に
抜
き
去
ら
れ
、
イ
ン
ド
、
ド

イ
ツ
に
次
い
だ
５
位
に
あ
る
（
一
人
当
た
り
で
は
30
位
）。（
村
上
茂
樹
、
会
員
）

←

ロシア

黒竜江省

黒竜江省哈爾濱（ハルビン）市
平房地区

▶

ロシア連邦

中国大陸の東北部（旧満州）、北をロシア国境と接
している。黒竜江省哈爾濱（ハルビン）市

731部隊本部棟（司令部機能、主要研究施設ほか）
　軍は、証拠を秘匿するために、施設の大半を爆
破したが、この本部棟など一部の建物は完全には
破壊されずに残った。その後地元の生活再建や教
育機関として利用されることになり、哈爾濱市第
二十五中学校となった。

1978　鄧小平　第 11期三中全会で改革開放
（社会主義市場経済）のはじまり
1989 年　天安門事件
1992 年　南巡講話「中東に石油あり、中国
にレアアースあり」

1997 年　香港返還
2001 年　WTO加盟
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◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
◆

七
三
一
部
隊
を
改
め
て
振
り
返
る
～
七
三
一
部
隊
・
石
井
四
郎
と

は
何
者
か
？
⑴

阿
部 

海

　

か
つ
て
「
満
州
第
七
三
一
部
隊
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。
正
式
名
称

は
「
関
東
軍
防
疫
給
水
部
」
で
す
。
こ
の
部
隊
は
、
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
後
、

中
国
東
北
部
、
哈
爾
浜
か
ら
南
東
二
四
キ
ロ
の
小
さ
な
村
、
平
房
に
忽
然
と
姿

を
現
し
、
終
戦
と
共
に
忽
然
と
姿
を
消
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
部
隊
が
、「
防

疫
給
水
活
動
」
に
偽
装
し
た
細
菌
兵
器
の
研
究
、
開
発
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
そ
の
詳
細
は
謎
の
霧
に
包
ま

れ
た
ま
ま
で
す
。
戦
後
も
既
に
八
〇
年
が
経
過
し
た
と
い
う
の
に
、今
日
に
至
っ

て
な
お
こ
の
部
隊
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
だ
ら
け
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？　

　

若
い
世
代
に
は
七
三
一
部
隊
に
つ
い
て
知
ら
な
い
方
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、

一
九
八
〇
年
代
に
森
村
誠
一
氏
の
「
悪
魔
の
飽
食
」
を
読
み
、
七
三
一
部
隊
の

戦
争
犯
罪
に
衝
撃
を
受
け
た
方
々
の
意
識
か
ら
も
、
そ
の
印
象
が
次
第
に
薄
れ

つ
つ
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
民
生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、

防
衛
費
が
鰻
上
り
に
増
額
さ
れ
て
い
く
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
今
日
ほ

ど
、
七
三
一
部
隊
の
興
亡
、
そ
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
認
識
し
、
そ
の
認
識
に

よ
っ
て
自
ら
の
思
考
と
行
動
を
律
す
る
必
要
の
切
な
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
秘
密
細
菌
戦
部
隊
の
誕
生

　
「
七
三
一
部
隊
」
と
は
、
一
九
四
一
年
四
月
に
、
関
東
軍
防
疫
給
水
部
に
割

り
当
て
ら
れ
た
通
称
号
で
す
。
こ
の
部
隊
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
「
東
郷
部
隊
」

（
一
九
三
三
～
三
六
年
）、「
石
井
部
隊
」（
一
九
三
七
～
一
九
三
九
年
）、「
加
茂

部
隊
」（
一
九
三
九
～
四
〇
年
）
な
ど
様
々
な
名
称
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
出
発
点
は
、
一
九
三
二
年
四
月
の
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
室
の
開
設
に

遡
り
ま
す
。

　

一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
の
関
東
軍
に
よ
る
南
満
州
鉄
道
爆
破
事
件
、
い
わ

ゆ
る
柳
条
湖
事
件
を
発
端
に
、
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
日
本
に
よ
る
中
国
東
北

部
へ
の
侵
略
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
満
州
事
件
費
」
と
い

う
戦
時
特
別
予
算
が
計
上
さ
れ
、
軍
の
年
間
予
算
が
倍
増
し
ま
し
た
。
防
疫
研

究
室
は
、
こ
の
臨
時
事
件
費
を
投
じ
て
陸
軍
軍
医
学
校
内
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
そ
れ
は
一
九
三
二
年
四
月
（
八
月
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
が
）
に
、

陸
軍
軍
医
学
校
の
建
物
の
地
下
室
の
一
部
を
改
造
し
て
応
急
的
に
作
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
翌
年
の
一
九
三
三
年
秋
、
近
衛
騎
兵
隊
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
隣
接

す
る
土
地
に
、
工
事
費
二
〇
万
円
を
投
じ
て
鉄
筋
二
階
建
て
の
独
立
し
た
研
究

施
設
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
石
井
四
郎
三
等
軍
医
正
が
研
究
室
の
主

幹
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
七
三
一
部
隊
は
、
満
州
事
変
の
た
だ
中
で
産
声
を
上

げ
た
部
隊
で
す
。
こ
の
点
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
申
し

ま
す
の
も
、
満
州
事
変
以
前
に
は
、
陸
軍
軍
医
学
校
は
組
織
存
亡
の
危
機
に
瀕

し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
満
州
事
件
費
」
に
よ
る
予
算
上
の
裏
付
け
が
な

け
れ
ば
、
陸
軍
軍
医
学
校
内
に
防
疫
研
究
室
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
が
あ
の
平
房
の
巨
大
な
複
合
施
設
へ
と
拡
張
し
、
変
貌
を

遂
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
七
三
一
部
隊
は
、
日
本
の

中
国
東
北
部
へ
の
侵
略
に
よ
っ
て
肥
え
ふ
と
っ
て
い
っ
た
組
織
だ
と
言
え
ま

す
。

　

こ
の
研
究
室
の
当
初
の
目
的
は
、
国
防
の
た
め
の
戦
疫
予
防
の
研
究
で
し
た
。

「
防
疫
研
究
室
は
国
軍
防
疫
上
作
戦
業
務
に
関
す
る
研
究
機
関
と
し
て
陸
軍
軍
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医
学
校
内
に
新
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
」。「
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
」
に

は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
表
看
板
の
裏
側
で
、
主
幹

を
務
め
た
石
井
四
郎
が
目
論
ん
だ
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
細
菌
兵
器
の
研
究
、
開
発
で
し
た
。
こ
の
時
、「
日
本
の
化

学
戦
計
画
の
父
」、
小
泉
親
彦
や
、「
統
制
派
」
の
中
心
人
物
だ
っ
た
永
田
鉄
山

な
ど
日
本
陸
軍
の
大
物
ら
が
、
石
井
の
細
菌
戦
計
画
を
力
強
く
後
押
し
し
ま
し

た
。
こ
の
石
井
四
郎
と
い
う
軍
医
が
、
や
が
て
は
平
房
に
巨
大
な
複
合
施
設
を

有
す
る
秘
密
細
菌
戦
部
隊
、
七
三
一
部
隊
を
創
設
、
自
ら
そ
の
部
隊
長
と
な
る

人
物
で
す
。

◉
石
井
家

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
石
井
四
郎
の
出
生
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

石
井
四
郎
は
、
一
八
九
二
年
六
月
二
五
日
に
、
千
葉
県
山
武
郡
千
代
田
村
大

里
加
茂
（
現
在
の
芝
山
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
彼
の
父
親
、
石
井
桂
は
、
繭

の
仲
買
で
成
功
し
、
高
利
貸
を
営
み
ま
し
た
。
桂
は
、
借
り
た
金
を
返
せ
ぬ
村

人
ら
か
ら
田
畑
を
取
り
上
げ
、
高
利
貸
し
地
主
に
転
じ
ま
し
た
。
そ
の
資
産
を

味
噌
、
酒
の
醸
造
、
生
糸
、
繭
の
仲
買
等
の
事
業
に
投
じ
ま
し
た
が
、
後
に
四

郎
が
海
外
出
張
を
行
っ
た
頃
に
家
運
は
傾
き
、
石
井
家
は
没
落
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
屋
号
は
「
カ
ネ
カ
」
で
し
た
。
石
井
家
は
、
加
茂
の
村
人
ら
に

対
し
て
一
種
の
封
建
的
な
支
配
力
を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
。
七
三
一
部
隊
に

と
っ
て
は
、
こ
の
「
加
茂
」
と
い
う
土
地
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く

る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四

郎
の
母
親
、
千
代
は
、
上
田
藩
（
現
在
の
長
野
県
）
の
藩
医
の
娘
で
し
た
が
、

こ
う
し
た
家
系
的
な
背
景
に
、
後
に
石
井
四
郎
が
医
学
を
志
し
た
土
壌
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
石
井
四
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
で
は
、
通
常
、

四
郎
が
四
男
で
、
彼
の
上
に
彪
雄
、
剛
男
、
三
男
と
三
人
の
兄
が
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
調
査
か
ら
、
石
井
家
に
は
「
進
」
と
い
う

五
男
が
い
て
、
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
の
地
主
の
家
に
婿
養
子
に
出
さ
れ
、
苗

字
を
変
更
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
家
が
男
子
の
後
継
者
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
進
は
徴
兵
か
ら
免
れ
ま
し
た
。
長
男
、
彪
雄
は
、
四

郎
が
一
二
歳
だ
っ
た
一
九
〇
四
年
に
日
露
戦
争
で
戦
死
し
て
い
ま
す
。
次
男
、

剛
男
は
後
に
平
房
（
つ
ま
り
七
三
一
部
隊
で
す
が
）
の
特
別
班
班
長
に
、
三
男

は
そ
こ
の
監
獄
管
理
責
任
者
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夭
折
し
ま
し
た
が
、

石
井
四
郎
に
は
二
人
の
姉
が
お
り
ま
し
た
。

◉
香
川
県
に
お
け
る
「
嗜
眠
性
脳
炎
」
の
発
生

　

さ
て
、
石
井
四
郎
の
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
彼
の
大

学
時
代
へ
と
進
み
ま
し
ょ
う
。

　

石
井
四
郎
は
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
一
六
年
、
京
都
帝
国

大
学
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
京
都
帝
大
は
日
清
戦
争
の
賠
償
金
を
投
じ
て

設
立
さ
れ
た
大
学
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
日
本
帝
国
主
義
の
対
外
侵
略
の
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
発
足
し
た
大
学
で
し
た
。
彼
は
、
こ
の
帝
国
主
義
と
学
問
の
癒

着
の
ど
真
ん
中
を
歩
ん
だ
医
学
者
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

石
井
は
、
一
九
二
〇
年
三
月
に
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
す
る
と
、
翌

二
一
年
四
月
に
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
の
見
習
士
官
と
な
り
、
軍
事
訓
練
を
開
始

し
ま
し
た
。
同
年
八
月
に
は
東
京
第
一
衛
戍
病
院
（
現
在
の
国
立
国
際
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
）
に
勤
務
し
ま
す
。
そ
の
後
、
一
九
二
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
大

学
院
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
細
菌
学
、
血
清
学
、
病
理
学
、
予
防
医
学
の
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
京
都
帝
大
時
代
の
石
井
の
恩
師
と
し
て
は
、
清
野
謙
次
、
戸
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田
正
三
、
木
村
廉
が
お
り
ま
す
が
、
彼
ら
は
戦
時
中
、
内
地
に
あ
り
な
が
ら
も

積
極
的
に
七
三
一
部
隊
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
年
）、
つ
ま
り
石
井
が
京
都
帝
大
に
復
学
し
た
年

で
す
が
、
日
本
全
国
で
あ
る
奇
病
が
流
行
し
、
そ
の
年
の
九
月
ま
で
に
全
国

で
三
三
〇
〇
名
以
上
（
正
確
に
は
三
三
一
〇
名
）
が
命
を
落
と
す
と
い
う
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
香
川
県
は
こ
の
疾
病
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た

地
域
で
し
た
。
し
か
し
当
時
、
こ
の
疾
病
の
原
因
が
何
か
と
い
う
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
山
赤
十
字
病
院
の
院
長
だ
っ
た
酒
井
和
太
郎
が
、

一
九
四
二
年
八
月
二
一
日
付
の
「
海
南
新
聞
」
に
こ
の
疾
病
の
病
状
を
描
写
し

て
い
ま
す
の
で
少
し
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
引
用
文
は
、
愛
媛
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
此
病
気
に
罹
る
と
脳
が
非
常
に
興
奮
し
て
く
る
。
そ
し
て
総
て
の
物
体
が

二
つ
に
見
え
、
そ
の
上
瞼
が
下
り
、
睡
眠
が
し
た
く
な
る
。
食
事
も
せ
ず
続
け

て
眠
り
、
こ
れ
が
本
病
の
徴
候
だ
が
、
予
防
と
し
て
は
目
下
の
所
処
置
が
な
い
、

原
因
は
黴
菌
か
ら
伝
染
す
る
」。

　

京
都
帝
国
大
学
で
は
、
こ
の
謎
の
疾
病
の
正
体
を
突
き
と
め
る
た
め
に
研

究
班
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
が
、
石
井
四
郎
が
こ
れ
に
一
役
買
っ
て
い
た
の
で

す
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
石
井
の
恩
師
、
清
野
謙
次
が
少
し
だ
け
書
き

残
し
て
い
ま
す
の
で
、
清
野
謙
次
先
生
記
念
論
文
集
第
三
輯
（
随
筆
・
遺
稿
）

（
一
九
五
六
年
）
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
大
正
十
三
年
の
夏
を
樺
太
旅
行
で
送
っ
て
帰
っ
て
見
る
と
、
一
滴
の
雨

も
降
ら
無
か
っ
た
内
地
の
夏
は
非
常
に
暑
い
。
其
内
に
新
聞
紙
は
奇
妙
な
眠

り
病
が
各
地
に
流
行
す
る
由
を
伝
え
た
、
就
中
、
香
川
県
は
最
も
激
烈
ら
し

い
。
研
究
す
る
と
好
い
と
思
っ
た
が
、
費
用
の
見
込
み
が
付
か
ぬ
か
ら
形
勢

を
観
望
し
て
居
っ
た
。

　

石
井
四
郎
君
は
快
男
児
で
あ
る
。
八
月
末
に
僕
の
所
へ
来
て
、
斯
か
る
不

明
の
病
気
を
研
究
せ
ず
に
放
置
す
る
の
は
、
我
が
大
学
の
恥
で
あ
る
と
云
う
。

御
尤
も
な
次
第
だ
か
ら
、
そ
れ
な
ら
一
つ
大
学
を
動
か
し
て
見
ろ
、
必
要
な

ら
助
勢
す
る
と
云
っ
た
。
同
君
及
同
君
に
共
鳴
す
る
若
い
連
中
は
、
奮
起
し

て
教
授
を
動
か
し
た
。
而
し
て
教
授
会
は
之
を
可
決
し
た
」。

　

当
時
、
石
井
は
各
教
室
の
研
究
者
ら
に
呼
び
か
け
、
細
菌
学
、
病
理
学
、
内

科
学
、
小
児
科
学
の
助
教
授
四
名
を
含
む
総
勢
一
五
名
の
研
究
班
を
組
織
し
ま

し
た
。
班
長
に
は
、
学
部
時
代
の
自
ら
の
指
導
教
官
だ
っ
た
清
野
謙
次
を
担
ぎ

出
し
ま
し
た
。
石
井
は
教
授
会
に
働
き
か
け
、
つ
い
に
は
京
大
研
究
班
を
香
川

県
へ
と
送
り
込
む
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
分
野
の
研
究
者

ら
が
結
集
し
て
一
つ
の
研
究
班
を
形
成
す
る
と
い
う
の
は
、
当
時
と
し
て
は
斬

新
な
こ
と
で
し
た
。
京
大
班
で
は
、
畑
違
い
の
研
究
者
ら
が
結
集
し
、
一
つ
の

目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
競
争
し
た
の
で
す
。

　

京
大
研
究
班
が
香
川
県
に
到
着
し
た
頃
、「
ね
む
り
病
」
は
既
に
下
火
に
な
っ

て
お
り
、
患
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
京
大
班
は
患
者
の
墓

を
掘
り
返
し
て
死
体
を
引
っ
張
り
出
す
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。
香
川
県
で
の

調
査
の
成
果
は
、
当
時
の
医
学
誌
、「
日
新
医
学
」
の
一
九
二
五
年
四
月
号
に

八
篇
の
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
こ
と
を
、
戦
後
に
な
っ
て

石
井
が
回
想
し
て
い
る
文
章
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
少
し
引
用
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
「
…
…
細
菌
班
と
ウ
イ
ル
ス
班
に
分
け
ま
し
て
、
渡
辺
辺
さ
ん
と
共
に
、

こ
の
、
朝
か
ら
晩
ま
で
シ
ャ
ン
ベ
ラ
ン
（
シ
ャ
ン
ベ
ラ
ン
型
濾
水
機
の
こ
と

で
す
）
を
渡
し
ま
し
て
、
遂
に
動
物
試
験
に
成
功
し
て
、
東
京
に
於
け
る
学

会
に
発
表
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
反
駁
を
そ
こ
に
受
け
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
と

う
と
う
ま
あ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
て
…
…
」



［6］

　

こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
に
恩
師
、
清
野
謙
次
が
心
臓
麻
痺
で
急
逝
し
た
後
に

行
わ
れ
た
彼
の
通
夜
席
で
石
井
が
し
た
話
の
一
節
で
す
。
石
井
は
こ
こ
で
、「
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
て
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
一
九
二
四
年
に
香
川
県
で
流
行
し
た
謎
の
「
ね
む
り
病
」、
つ
ま
り
彼

が
「
嗜
眠
性
脳
炎
」
と
理
解
し
た
疾
病
が
ウ
イ
ル
ス
性
の
疾
病
だ
っ
た
こ
と
を

自
分
が
特
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ

で
石
井
は
、
実
に
奇
妙
な
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
石
井
四
郎
研

究
家
、
ケ
ネ
ス
・
L
・
ポ
ー
ト
の
著
作
、「
軍
医
・
石
井
四
郎
」
か
ら
、
微
生

物
学
に
関
す
る
部
分
を
少
し
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
ま
ず
、
戦
後
に
な
っ
て
石
井
四
郎
が
使
用
し
た
日
本
語
の
『
ウ
イ
ル
ス
』

と
い
う
語
は
、
一
九
二
四
年
に
は
な
か
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
は
、
一
八
九
八
年

に
ロ
シ
ア
と
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
感
染
性
病
原
体
と
し
て
発
見
さ
れ
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
当
時
、
科
学
者
ら
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
細
菌
に
類
似

し
た
感
染
性
病
原
体
で
、
培
地
の
中
で
別
々
に
培
養
で
き
る
と
ま
だ
信
じ
て

い
た
。
一
八
九
二
年
、
後
に
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
、
濾
過
機
を
通
過
さ
せ
て
も
感
染
力
が
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
最
初
の
病
原
体
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年
、
オ
ラ
ン
ダ

の
微
生
物
学
者
、
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
・
ウ
ィ
レ
ム
・
ベ
イ
エ
リ
ン
ク
は
、
濾
過

さ
れ
た
液
体
培
地
に
残
る
病
原
体
が
、
微
生
物
で
は
な
く
他
の
病
原
体
だ
と

い
う
結
論
を
下
し
た
。
彼
の
理
論
は
、
よ
り
高
性
能
な
顕
微
鏡
が
開
発
さ
れ

る
ま
で
議
論
の
余
地
あ
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
科
学
者
ら
は
、

濾
過
後
に
残
る
病
原
体
を
別
種
の
細
菌
と
考
え
て
い
た
」。

　

ロ
シ
ア
人
の
微
生
物
学
者
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
イ
ワ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
タ
バ
コ

モ
ザ
イ
ク
病
の
病
原
が
細
菌
濾
過
器
を
通
過
さ
せ
て
も
感
染
性
を
失
わ
な
い
こ

と
を
発
見
し
た
の
は
一
八
九
二
年
の
話
で
す
。
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
病
と
い
う
の

は
、
後
に
知
ら
れ
る
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

植
物
の
感
染
症
で
、
タ
バ
コ
な
ど
の
葉
に
モ
ザ
イ
ク
状
の
斑
点
を
生
じ
さ
せ
葉

の
成
長
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
イ
ワ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
病
の
病

原
が
細
菌
よ
り
も
小
さ
く
、
ま
た
陶
製
の
シ
ャ
ン
ベ
ラ
ン
濾
過
器
を
透
過
す
る

こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
に
関
し
て
一
八
九
二
年
に
記
事
を
書
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
し
か
し
、彼
は
、こ
の
病
原
体
が
細
菌
だ
と
い
う
考
え
を
捨
て
き
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
時
点
で
は
、
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
は
原
理
的
に
区
別
し
て
理
解
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
分
か
っ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
が
当
時
知
ら
れ
て
い
た
細
菌

よ
り
も
微
小
で
、
光
学
顕
微
鏡
で
は
観
察
し
き
れ
な
い
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
同
じ
タ
バ
コ
モ
ザ
イ
ク
病
を
研
究
し
た
人
物
が
も
う
一

人
い
ま
す
。
先
程
名
前
が
あ
が
っ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
微
生
物
学
者
、
植
物
学
者
、

ベ
イ
エ
リ
ン
ク
で
す
。
当
時
、
他
の
学
者
ら
は
濾
過
プ
ロ
セ
ス
の
後
に
残
る
こ

の
病
原
体
を
微
小
な
細
菌
と
考
え
ま
し
た
が
、
ベ
イ
エ
リ
ン
ク
は
、
そ
れ
が
未

知
の
溶
液
状
の
物
体
で
、
そ
の
溶
液
中
の
分
子
が
感
染
し
増
殖
す
る
と
考
え
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
彼
に
よ
っ
て
、
こ
の
未
知
の
病
原
体
が
、
は
じ
め
て
細
菌
と

原
理
的
に
区
別
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
彼
の
主
張
は
、
一
九
三
五

年
に
ア
メ
リ
カ
の
生
化
学
者
、
ウ
ェ
ル
デ
ン
・
ス
タ
ン
リ
ー
が
、
タ
バ
コ
モ
ザ

イ
ク
ウ
イ
ル
ス
を
結
晶
化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
電
子
顕
微
鏡
で
ウ
イ
ル
ス
を

可
視
化
さ
せ
る
ま
で
一
仮
説
に
と
ど
ま
り
ま
す
。（
つ
づ
き
は
次
号
で
）
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数
十
人
の
デ
モ
隊
が
数
人
の
警
官
に
見
守
ら
れ
、
銀
座
の
街
を
歩
く
光
景
か

ら
映
画
は
始
ま
る
。「
さ
ら
ば
恋
人
よ
」（
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
闘
っ
た
イ
タ
リ
ア
・

パ
ル
チ
ザ
ン
の
歌
）
を
歌
い
な
が
ら
の
静
か
な
行
進
だ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

ガ
ザ
の
戦
争
に
反
対
す
る
デ
モ
だ
が
、
そ
れ
に
出
会
っ
た
監
督
が
医
療
・
介
護
・

福
祉
関
係
者
の
平
和
へ
の
祈
り
を
紐
解
い
て
い
く
。

　

こ
の
映
画
は
「
第
１
章
７
３
１
部
隊
」「
第
２
章　

日
本
医
師
会
の
戦
後
」「
第

３
章
医
の
倫
理
の
現
在
」「
第
４
章
戦
争
と
医
療
者
」
と
続
く
。
現
在
、
医
療
、

福
祉
の
崩
壊
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
が
、
戦
時
中
に
犯
し
た
歴
史
的
事
実
を

き
ち
ん
と
検
証
、
反
省
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
て
い
る
。

　

千
葉
県
館
山
に
海
軍
航
空
隊
赤
山
地
下
壕
跡
が
あ
る
。
戦
争
末
期
に
「
格
納

庫
」「
応
急
医
療
室
」「
自
力
発
電
所
」
が
こ
の
中
に
造
ら
れ
た
。
今
は
一
般
公

開
さ
れ
て
い
て
、
私
は
３
年
前
に
こ
こ
を
訪
れ
た
が
、
網
の
目
の
よ
う
に
洞
窟

が
続
く
中
、
五
右
衛
門
風
呂
や
煮
炊
き
の
あ
と
な
ど
も
見
ら
れ
た
。
戦
後
、
ガ

ス
も
水
道
も
電
気
も
な
い
こ
ん
な
所
に
４
０
年
間
暮
ら
し
て
い
た
人
が
い
て
、

そ
の
痕
跡
だ
と
の
こ
と
。
謎
め
い
て
い
た
こ
の
人
は
亡
く
な
る
直
前
に
７
３
１

部
隊
に
い
た
キ
ノ
コ
の
研
究
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
た
そ
う
だ
。

　

１
９
４
７
年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
非
人
道
的
な
人
体
実
験
を
阻
止
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
反
省
を
ふ
ま
え
て
、
世
界
医
師
会
が
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の

際
、
ド
イ
ツ
医
師
会
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
結
果
を
踏
襲
し
、
医
師
に
も

き
ち
ん
と
そ
の
綱
領
や
歴
史
を
振
り
返
る
教
育
を
す
る
と
い
う
決
議
を
し
て
加

盟
を
果
た
す
。
７
３
１
部
隊
の
人
体
実
験
を
隠
し
続
け
て
き
た
日
本
医
師
会
は

戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
後
押
し
も
あ
り
、
そ
の
事
実
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
ず
に
再
加

盟
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
者
は
大
学
に
戻
っ
た
り
、
国
立
感
染
症
研
究

所
や
製
薬
会
社
に
入
り
出
世
し
て
い
っ
た
。
戦
後
ド
イ
ツ
で
は
人
体
実
験
を
行

な
っ
た
幹
部
医
師
は
絞
首
刑
に
な
っ
た
が
、
日
本
で
は
３
５
０
０
人
以
上
の
隊

員
が
誰
も
戦
犯
と
し
て
裁
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
研
究
成
果
は
ア
メ
リ
カ
の
手

に
渡
り
、
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
枯
れ
葉
作
戦
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
く
。

　

医
療
、
福
祉
関
係
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
続
く
。

　

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
名
誉
教
授
・
川
島
み
ど
り
さ
ん
が
聞
い
た
、
従
軍
し

た
先
輩
看
護
師
の
話
は
重
い
。
戦
地
で
は
敵
味
方
の
別
な
く
看
護
す
る
と
い
う

精
神
は
踏
み
に
じ
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
味
方
の
重
傷
者
に
は
昇
汞
水
の
注
射
を

打
っ
て
、
生
き
た
ま
ま
捕
虜
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
見
殺
し
に
し
た
と
い
う
。

　

初
め
に
紹
介
し
た
デ
モ
の
主
催
者
「
安
全
保
障
に
反
対
す
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
関
係
者
の
会
」
共
同
代
表
の
伊
藤
真
美
さ
ん
（
花
の
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

の
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
映
し
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
３
０
年
以

上
緩
和
医
療
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
患
者
さ
ん
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
い
う
。

ホ
ス
ピ
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
だ
治
療
半
ば
で
転
院
し
て
来
る
患
者
さ
ん
が

増
え
た
。
こ
こ
で
が
ん
治
療
を
始
め
、
良
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
。
終
末
期
医

療
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
特
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
認
知
症
患
者
は
打
ち
切

ら
れ
て
い
る
。先
日
、知
人
が
亡
く
な
っ
た
。息
子
の
養
護
学
校
時
代
の
教
員
で
、

◉
映
画
紹
介
◉

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
医
の
倫
理
と
戦
争
」
を
観
て
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性
教
育
攻
撃
に
対
す
る
裁
判
で
共
に
闘
っ
た
。
８
３
歳
で
あ
っ
た
。
昨
年
肺
が

ん
が
発
見
さ
れ
、
ま
だ
初
期
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
治
療
は
で
き
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
透
析
も
し
て
い
た
の
で
、
本
人
も
家
族
も
そ
う
思
っ
て
い

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
映
画
を
観
た
後
で
は
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
の
か
な
、

と
疑
問
も
湧
い
て
く
る
。「
尊
厳
死
の
法
制
化
」
を
訴
え
る
政
党
が
出
て
く
る

中
で
、
現
実
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
と
い
う
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

同
じ
千
葉
県
館
山
に
あ
る
「
か
に
た
婦
人
の
村
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
を
訪
れ
る
と
、
余
り
の
急
な
坂
に
び
っ
く
り
す
る
。
こ
の
施
設
で
は
入
所
者

も
職
員
も
共
に
作
業
し
、
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
。
１
９
５
８
年
に
売
春
防
止

法
が
成
立
し
た
時
、
元
赤
線
で
働
い
て
い
た
女
性
の
コ
ロ
ニ
ー
が
必
要
だ
と
説

い
た
牧
師
に
よ
っ
て
１
９
６
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
高
校
生
だ
っ
た
私
は
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
教
会
で
献
金
活
動
を
し
た
。
現
在
で
も
性
搾
取
や
暴

力
で
傷
つ
い
た
女
性
の
入
所
を
全
国
か
ら
受
け
い
れ
、
長
期
滞
在
で
き
る
日
本

で
唯
一
の
保
護
施
設
で
あ
る
。
丘
の
上
に
は
、
ひ
と
り
の
入
所
者
の
願
い
で
建

て
ら
れ
た
従
軍
慰
安
婦
の
慰
霊
碑
が
あ
る
。
城
田
す
ず
子
さ
ん
は
日
本
で
初
め

て
の
従
軍
慰
安
婦
本
人
の
証
言
者
と
な
り
、
そ
の
後
ア
ジ
ア
各
国
の
告
発
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
映
画
の
中
で
は
「
医
学
会
に
は
戦
争
中
起
き
た
事
に
関
す
る
反
省
が
な

い
、
医
学
部
教
育
の
中
に
命
を
守
る
平
和
教
育
が
大
事
だ
」
と
発
言
し
て
い
る

数
少
な
い
大
学
医
学
部
で
の
指
導
者
が
出
て
く
る
。
戦
後
８
０
年
の
年
に
公
開

さ
れ
て
、
い
ま
も
再
上
映
が
続
い
て
い
る
、
ぜ
ひ
観
て
欲
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
す
。

（
洪 

美
珍
、
会
員
）

（
現
在
、
東
京
で
は
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
吉
祥
寺
で
公
開
中
）
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◉
こ
の
間
の
コ
メ
を
め
ぐ
る
動
き

　

こ
の
間
、
コ
メ
を
め
ぐ
り
農
家
も
消
費
者
も
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
政
府
は

こ
れ
ま
で
農
家
に
対
し
て
、
コ
メ
を
作
る
な
と
い
い
、
家
族
経
営
の
農
家
が
生
活

で
き
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
農
家
が
、
農
業
の
継
続
が
で
き
ず
、

後
継
者
が
い
な
く
な
り
、
第
一
次
産
業
を
支
え
る
人
達
が
少
な
く
な
り
、
多
く
の

水
田
が
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
起
き
た
の
が
コ
メ
不
足
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
か
ら
コ
メ
が
な
く
な
り
、
そ
の
後
、
徐
々
に
出
回
っ
て
も
店
頭
で
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
価
格
高
騰
で
、
農
家
の
生
活
が

よ
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
の
農
政
に
対
す
る
不
信
は
増
幅
さ

れ
た
ま
ま
で
す
。
政
府
の
政
策
が
招
い
た
事
態
で
す
。
し
か
し
、
政
府
は
そ
の
政

策
を
基
本
的
に
変
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
態
は

繰
り
返
し
起
き
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
が
と
っ
て
き
た
農
業
政
策
は
、
あ
く
ま
で
も
農
業
の
担
い
手
を

家
族
で
は
な
く
、
大
企
業
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
大
企
業
は
、

農
地
の
大
規
模
化
と
食
料
生
産
の
方
法
に
最
新
技
術
を
導
入
し
て
、
従
来
の
個
人

経
営
の
農
家
が
は
る
か
昔
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
、
自
然
の
摂
理
に
あ
っ
た
実
に

合
理
的
だ
が
、
個
人
の
技
術
や
働
き
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
食
料
生
産
の
方
法

と
は
異
な
る
、
大
規
模
化
と
先
端
技
術
を
応
用
し
た
食
料
生
産
へ
の
転
換
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

政
府
は
ま
た
、
食
料
の
海
外
依
存
に
関
し
て
も
、
方
針
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

新
し
い
食
料
安
全
保
障
の
基
本
は
、
ロ
シ
ア
な
ど
を
敵
と
し
、
米
国
や
欧
州
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
を
味
方
と
し
、
味
方
に
依
存
す
る
政
策
で
す
。
こ
の
こ
と
は
米

国
へ
の
依
存
を
さ
ら
に
強
め
て
い
ま
す
。
今
回
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
カ
ル

ロ
ー
ス
米
が
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
山
積
み
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
税
交
渉
の
中
で
、
自

動
車
の
輸
出
の
た
め
に
さ
ら
に
農
産
物
の
輸
入
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
政
府
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
私
た
ち
の
主
食
で
す
。

◉
ゲ
ノ
ム
編
集
稲
の
開
発
が
進
む

　

政
府
は
食
料
生
産
で
大
企
業
依
存
と
ハ
イ
テ
ク
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ハ
イ

テ
ク
化
の
ひ
と
つ
の
柱
が
、
農
地
を
大
規
模
化
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど

を
駆
使
す
る
Ａ
Ｉ
化
と
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
種
子
の
開
発
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
の

柱
は
植
物
工
場
で
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
種
子
の
開
発
も
活
発
で
す
。
大
規
模

農
地
化
で
は
、
稲
を
水
田
で
は
な
く
畑
で
育
て
る
乾
田
直
播
が
目
指
さ
れ
、
植
物

工
場
で
は
、
い
ま
や
「
ビ
ル
産
ビ
ル
消
」
と
呼
ば
れ
る
都
会
の
ビ
ル
内
の
植
物
工

場
で
作
っ
た
野
菜
を
、
ビ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
仕
組
み
ま
で
登
場
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
は
や
第
一
次
産
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
特
集

コ
メ
生
産
の
企
業
化
・
ハ
イ
テ
ク
化
は
何
を
も
た
ら
す
か
？
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種
子
な
ど
の
新
品
種
の
開
発
は
、
い
ま
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
主
役
に
な

り
ま
し
た
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
稲
の
開
発
が
活
発
で
す
。
主
に
ど
の

よ
う
な
稲
が
開
発
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
農
水
省
の
研
究

機
関
で
あ
っ
た
農
研
機
構
が
開
発
し
て
い
る
、
シ
ン
ク
能
改
変
稲
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ク
能
と
は
、
光
合
成
に
関
す
る
能
力
で
、
こ
れ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
収

量
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
農
研
機
構
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
ア
レ
ル
ギ
ー

や
腎
臓
病
の
人
を
対
象
と
し
た
低
グ
ル
テ
リ
ン
稲
も
開
発
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
テ

リ
ン
は
稲
が
持
つ
主
要
な
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
や
腎
臓
病
の

人
向
け
に
低
た
ん
ぱ
く
米
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

島
根
大
学
が
開
発
し
て
い
る
の
が
、
健
康
食
品
用
の
お
コ
メ
で
あ
り
、
か
つ
冠

水
や
乾
燥
な
ど
環
境
悪
化
に
抵
抗
力
が
あ
る
稲
で
す
。
同
大
学
で
は
当
初
、
健
康

食
品
を
目
指
し
て
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
稲
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
と
い

う
の
は
、
血
管
や
心
臓
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
物
質
で
、
そ
れ
が
高
濃
度
で
含
ま

れ
た
お
コ
メ
の
開
発
で
す
。
こ
の
稲
は
さ
ら
に
乾
燥
や
冠
水
な
ど
の
環
境
ス
ト
レ

ス
に
強
い
耐
性
を
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
て
、
両
者
の
性
格
を
売
り
物
に
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。

◉
遺
伝
子
組
み
換
え
で
医
薬
品
用
稲
の
開
発

　

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
用
い
た
医
薬
品
用
稲
の
開
発
も
活
発
で
す
。
東
大
医

科
研
と
千
葉
大
学
が
共
同
開
発
し
て
い
る
稲
に
ワ
ク
チ
ン
用
・
ム
コ
ラ
イ
ス
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
稲
は
、
コ
メ
粒
の
中
に
コ
レ
ラ
毒
素
を
作
ら
せ
る
も
の
で
、
導
入

す
る
遺
伝
子
は
コ
レ
ラ
菌
の
毒
素
を
作
り
出
す
遺
伝
子
の
一
部
で
す
。
こ
の
お
コ

メ
を
粉
に
し
て
食
塩
液
に
溶
か
し
飲
み
ま
す
。
そ
う
す
る
と
コ
レ
ラ
に
対
す
る
抵

抗
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。
コ
レ
ラ
以
外
に
も
、
大
腸
菌
Ｏ
―
157
や
赤
痢
菌
毒

素
に
も
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
稲
で
は
、
そ
の
他
に
も
農
研
機
構
が
中
心
に
な
り
、
ス
ギ
花

粉
症
稲
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
稲
は
、
コ
メ
粒
の
中
に
花
粉
症
を

引
き
起
こ
す
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
作
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
毎
日
ご
飯
を
食
べ
る

際
に
、
そ
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
ス
ギ
の
花
粉
に
慣
れ
て
い
く
と

い
う
、
減
感
作
療
法
の
考
え
方
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
稲
の
開
発
は
一

時
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、岸
田
政
権
（
当
時
）
が
復
活
さ
せ
、今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
に
開
発
し
て
い
る
稲
は
、
健
康
に
良
い
、
環
境
の
変
化
に
耐

性
が
あ
る
、
医
薬
品
に
な
る
、
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
の
で
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
に
つ
い
て
、
政
府
は
規
制
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境
へ
の
影
響
評
価
も
、
食

品
と
し
て
の
安
全
性
評
価
も
、
食
品
表
示
も
必
要
な
い
と
し
た
の
で
す
。
安
全
性

で
疑
問
の
大
き
な
こ
の
食
品
を
、
消
費
者
に
分
か
ら
せ
な
い
と
い
う
方
針
で
す
。

そ
の
最
大
の
理
由
が
、
将
来
の
食
料
生
産
の
主
体
を
大
企
業
化
、
ハ
イ
テ
ク
化
に

置
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ま
政
府
が
押
し
進
め
て
い
る
農
業
政

策
は
、
日
本
の
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
農
家
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
は
採
算
が
合
わ
な
い
と
撤
退
し
ま
す
。
以
前
、
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
が
農
業
に

進
出
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
撤
退
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
農
地
に
と
っ
て
大
切
な

土
を
売
り
払
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
後
に
は
農
業
が
で
き
な
い
土
地
だ

け
が
残
っ
た
そ
う
で
す
。
企
業
は
家
族
経
営
の
農
家
と
は
違
い
ま
す
。
企
業
化
は
、

第
一
次
産
業
を
い
っ
そ
う
衰
退
さ
せ
、
コ
メ
の
生
産
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
食
の

安
全
を
奪
う
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
天
笠
啓
祐
、
会
員
）
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映画『失われた時の中で』上映とトークイベント
ベトナム戦争の傷跡は今も続く、なぜ罪のない市民が苦しめられるのか

　ベトナム戦争は、南北に分断されたベトナムを巡り、社会主義の北ベトナム（ソ連・中国支援）

や南のベトナム解放戦線（ベトコン）と反共の南ベトナム（アメリカ・韓国など支援）が対立し、

冷戦下のアメリカが本格介入した 1960 年代〜 1975 年の戦争で、米軍撤退とサイゴン陥落（統一）

で終結しました。アメリカは「ドミノ理論」を背景に介入し、北爆を繰り返し、また枯葉剤使用な

どで地域住民を苦しめたのでした。森林を枯葉剤によって枯らすことによって敵の兵士を見つけや

すくするためでした。

　ベトナム戦争で使われた枯葉剤は、主にエージェント・オレンジ（オレンジ剤）と呼ばれ、強力

な毒性を持つダイオキシン（TCDD）を多量に含んでおり、ベトナムの森林破壊と、多くの人 （々兵士・

民間人）にガン、先天性異常、神経障害などの深刻な健康被害を引き起こしました。ベトナム戦争

中に米軍が散布した枯葉剤の影響とみられ、下半身がつながった状態で生まれた結合双生児の兄弟

の（グエン・ベトさんとグエン・ドクさん）は知られていますが、米軍の兵士にも被害が及んでいます。

　ドキュメンタリー映画監督の坂田雅子さんの夫で写真家のグレッグ・デイビスさんもベトナム戦

争で枯葉剤の影響が疑われる病気で亡くなりました。夫の死後、坂田監督は枯葉剤被害をテーマに

した映画製作を決意し、20 年以上にわたり被害者の取材を続け、ドキュメンタリー映画を制作し

ています。小さな〈いのち〉が今なお苛まれています。ETV 特集で『枯葉剤の傷痕を見つめて〜ベ

トナム戦争終結から』が放映されましたが、50 年以上も経っている今も戦争の傷跡が残されてい

るのです。戦争は長くいつまでも市民を苦しめます。

　そこで、「失われた時の中で」を上映した上で再びベトナムを訪れて取材されてきた実態を坂田

雅子さんにお話いただき、エージェント・オレンジ（オレンジ剤）については科学ジャーナリスト

の天笠啓祐さんに話していただきます。是非とも沢山の方に参加していただけたら幸いです。

　なお、事前に参加のご予定がお分かりの方は QR コードからお申込みください

＊

日　時：2026 年３月 26 日（木）午後 13 時 30 分〜 16 時 30 分　開場 13 時

テーマ：ベトナム戦争の傷跡は今も続く、なぜ罪のない市民が苦しめられるのか

映画上映：『失われた時の中で』（坂田雅子監督・撮影）

講　演：ダイオキシン被害と世代を超える影響・天笠啓祐さん（科学ジャーナリスト）

司　会：島薗進さん（東京大学大学院人文社会系研究科名誉教授）

トークイベント：坂田雅子さん（監督）×天笠啓祐さん

チケット代：1000 円（資料含む）

場　所：東京ボランティア市民活動センター会議室 A Ｂ

　　　　東京都新宿区神楽河岸 1-1　飯田橋セントラルプラザ 10 階 

　　　　JR 総武線・東京メトロ副都心線 　飯田橋駅下車すぐ 飯田橋駅西口を出て右。

問い合わせ： 携帯番号 090-2669-0413   神野玲子　E-mail jreikochan@yahoo.co.jp

主　催：ゲノム問題検討会議　共　催：DNA 問題研究会
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DNA問題研究会シンポジウム

PFAS が脅かす食と暮らし
−暮らしの隅々に入り込む危険な物質の正体−

　永遠の汚染物質といわれ、人体や生態系への悪影響が指摘されている PFAS（ピーファス）で
すが、フッ素樹脂製造工場や産廃処理場、基地など様々なところを汚染源として、河川や地下水
を汚染しています。しかし、汚染源はそれだけではありません。私たちの暮らしの中にも、フッ
素樹脂のフライパンや、防水・防汚の衣類、食品包装、カーペット、化粧品、農薬などに含まれ、
体内汚染をもたらしています。
　また、半導体の製造時に PFAS が使われており、政府は、世界最大の半導体受託製造企業であ
る TSMC 新工場を熊本県に誘致し、さらに国家戦略として世界最先端の半導体を開発・製造・販
売するラピダスの北海道の工場を支援し、汚染を拡大させようとしています。
　今回は、暮らしの隅々に入り込む危険な物質の正体を明らかにし、PFAS が脅かす食と暮らし
を考えたいと思います。講師として、40 年あまり東京都職員として環境行政に携わり、全国で
廃棄物問題などの環境問題に取り組み、いま半導体問題に取り組んでいる藤原寿和さんに、半導
体製造と環境問題と人権問題を語っていただきます。天笠啓祐さんには暮らしの隅々にどこまで
PFAS が入り込みどこまで危険な物質なのかをお話しいただきます。

＊
日　時：2026 年 5 月 28 日（木） 13 時 30 分〜 16 時 30 分　開場 13 時
テーマ：PFAS が脅かす食と暮らし−暮らしの隅々に入り込む危険な物質の正体−
場　所：東京ボランティア市民活動センター会議室Ｂ
　　　　東京都新宿区神楽河岸 1-1 飯田橋セントラルプラザ 10 階 
　　　　JR 総武線・東京メトロ副都心線　飯田橋駅下車すぐ　飯田橋駅西口を出たら右
講　師：藤原寿和さん

廃棄物処分場全国ネットワーク、止めよう！ダイオキシン汚染・東日本ネットワーク、
有害化学物質削減ネットワーク、化学物質問題市民研究会、ダイオキシン・環境ホルモ
ン対策国民会議、日台油症情報センター、千葉県放射性廃棄物問題を考える住民連絡会
などで活動。
天笠啓祐さん　DNA 問題研究会員　『フッ素の社会史』（地平社）の著者

参加費：300 円（現地参加費）　後日期間限定の逃がし発信あります。
ZOOM 参加無料（ただし質問や意見を述べることはできません）
ZOOM の方は事前申込み。下記必要事項明記の上５月 26 日までに
申込み時の必要事項は名前、職業、電話番号、メールアドレス
申込み先 E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp　またはこちら→
アドレスに返信確認メールお送りします。アドレスはお間違えないように

当日の詳細案内：ZOOM 参加申込みされた方には５月 26 日ごろに ZOOM の URL 等ご案内いた
します。

問合せ：携帯番号 090-2669-0413（神野玲子）　E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp
主　催：DNA 問題研究会
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 ２０２5年の会計報告です。

・2025の会計報告

収　　入  支　　出 
2024年繰越 688,304- 通信費 46,044- 
会費（３２口×3,000円） 66,000- 印刷費 3,360-
定例会、シンポジウム参加費 13,800- 文具代 4,928-
カンパ 29,000- 講師交通費 30,000-
  定例会動画発信代 10,000-
  交通費 3,496-
  雑費  8,940-

合　　計 797,104- 合　　計 106,768-

※収入合計（￥797,104-）－支出合計（￥106,768）＝￥690,336-
￥690,336-は２０２６年の会計に繰り越しさせていただきました。

会計報告

　会員及び関係者の皆様。会費の納入及び、カンパをいつもありがとうございます。
　昨年は私も定例会に参加する機会がなく、全て事務局を担っている洪さん、村上さん、神野さ
んにお任せし、立て替えてもらい、報告を受けて清算。自宅で会計処理をしています。
　今年はせめて何回かは定例会に参加したいのですが、平日昼間開催となるとなかなか難しい
状況です。
　引き続き、定例会やシンポジウムなどを可能ならオンラインも活用しながら行なっていきます
ので、ぜひご参加ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （報告　本田真智子）

　3月1日に日比谷図書館であった「3・1ビキニ記念のつどい『ビキニ事件の時代を生き
たふたりの対話』」に参加しました。主催は第五福竜丸平和協会で、日本原水爆被害者団
体協議会（被団協）代表委員の田中熙巳さんと、歴史社会学者で恵泉女学園大名誉教授
の内海愛子さんが講演と対話。
　1954年に太平洋ビキニ環礁で米国が実施した水爆実験で被爆した漁船第五福竜丸。
入院した久保山愛吉無線長の容体が新聞などで詳しく伝えられたため、多くの人たちが
久保山さんに励ましの手紙を送りました。その中に、職場の東大生協の仲間と田中さんが
送った色紙、学校の取り組みで内海さんが書いた手紙もあり、その縁から今回の企画にな
ったそうです。
　内海さんは、「当時は、戦場を経験した人が教師になっていたので、平和に対する意識
が強かった」と、平和教育の取り組みが盛んに行われてきたと振り返り。また、被爆したの
は日本人だけではなかったことや、第二次世界大戦での日本の加害も指摘しました。
　田中さんは長崎での被爆体験、親戚も亡くしたこと。戦後、国から何の支援もなく食事も
ままならないほど困窮する中で、働き学んだことなどを話し、権力や政治のあり方などに
対して深く考えなければと強調。
　また、2月28日に米国とイスラエルがイランを攻撃したことから、司会や登壇者から
「新しい戦争が始まった」との言葉が何度も聞かれ、核兵器が使われるのではないかとい
う危機感を会場全体で共有しました。当日の様子は、第５福竜丸展示館のYou Tubeチャ
ンネルで配信されています。ご関心のある方はご覧ください。　　   （会員　本田真智子）
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いつものお願いで恐縮いたします。
すこし余裕のある会員の皆様は、会費（年会費3000円）の納入をぜひよろしくお願いします。
本通信の印刷発送やシンポジウムなどイベントの開催費用など活動資金とさせていただきます。
郵便振替用紙を同封します。また他の金融機関から送金いただく場合は、本頁下に詳細を記載して
おりますので、ゆうちょ銀行の口座へおねがいします。

会費納入のお願い
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カンパのお願い
当会では常時ご寄付をお受けしております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

振替口座　名義：ディーエヌエーモンダイケンキュウカイ
口座番号 ： 00140-8-605520

他機関から送金いただく場合
１　金融機関 ： ゆうちょ銀行
２　金融機関コード ： 9900
３　店番（支店コード） ： 019
４　預金種目 ： 当座
５　店名（支店名） ： 〇一九（漢数字）
６　口座番号 ： 0605520

DNA通信 170 号　2026 年 3 月 10 日発行


